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前回の課題

変数aにあながた生まれた月、変数bに生まれた
日を代入して、a+bとa-bを計算して出力するプロ
グラムを作成しなさい

 ただし、レポートはLaTeXで作成し、DVIファイル
（.dvi）とCのソース(.c)を提出すること

レポートには名前、学籍番号、授業に対するコメント
（任意）を書く

LaTeX中のCのソースは¥begin{verbatim}と
¥end{verbatim}で囲む（5月10日の資料の6.1を参照）



回答例

#include <stdio.h>

int main(void) {

char a, b;

char plus, minus;

a = 5;

b = 19;

plus = a+b;

minus = a-b;

printf("a = %d¥n", a);

printf("b = %d¥n", b);

printf("a + b = %d¥n", plus);

printf("a - b = %d¥n", minus);

return(0);

}

変数の宣言

データ型（intでもよい）

変数の初期化

計算

出力

現時点ではお約束



提出された解答について

提出した人は全員OK



コメントに対して１

 「参考書のタイトルを教えて欲しい」

授業のホームページを見てください。

 「兄のテキストを譲り受けました。使ってもい
いですか？」

どうぞ。

 「perlとごっちゃになりそう」「perlと似ている」
「perlとの違いがわかってきた」



コメントに対して２

 「LaTeXが大変」

 「むずいです」「ついて行けるか心配」

最初は考えてもわからないかもしれません
が、そのうち当たり前になってきます。習うよ
り慣れろ。

 「授業はゆっくり進めて欲しい」

最初、慣れるまではなるべくゆっくり授業を
進めるので、わからないところを放っておか
ず、どんどん質問してください。


